
チーム北九州のご紹介

ソーシャルビジネスネットワーク北九州
九州地震災害サポート



ソーシャルビジネスネットワーク北九州

北九州エリアのNPOやSBの支援
ネットワーク

2011年～
年に１度北九州ソーシャルビジネ

スメッセを開催

（構成団体）
NPO法人北九州国際自然大学校
北九州市立大学
社会起業家支援ネットワーク九州
一般社団法人
コミュニティシンクタンク北九州



キボウノホシプロジェクト

北九州ソーシャルビジネスメッセでは、ま
るは油脂石鹸ともに開発した「キボウのほ
しプロジェクト」の紹介や陸前高田の「採
れたてランド高田松原」熊谷副代表の講演、
「はじまりのごはん」展示会など東北大震
災の支援や被災地の視察などについても積
極的におこなってきました。



九州地震災害サポート



米崎地区



ヘドロ層
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40ｃｍ 鉄板屋根

漁網
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生活用品（シャンプーや調味料等）

リンゴの木

津波被害（がれき撤去）

畔道

稲田



災害ボランティアに必要なもの
心構え：自己完結と自己責任の原則

• 自己完結型
（移動手段・宿泊等）

• ボランティア保険の加入
（小倉北区役所社会福祉協議会）

• 専門能力や経験が活かされる
（医療・重機免許・心理士・体験者等）

☆自己責任

（けがや被災する可能性）

• 装備
・作業着 ・着替え ・ヘルメット ・革製手袋（軍手） ・マスク ・カッパ

・長靴（鉄板底敷） ・タオル ・昼食 他

※ 装備は、ワークマンや無法松で揃えることが出来ます。（合計４～５千円）



ゴム長靴（鉄板底）

粉じんマスク＋粉じんメガネ

材木片には釘が出ている。

ボランティアの装備



ニーズ調査票

マッチング

資材貸出

資材倉庫

オリエンテーション

出発！
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熊本地震災害（2016）



熊本地震（初期避難 ９万人）

•住宅被害 ７万６８９棟

•仮設住宅 ３３００戸建設中



メリット①：被災地に貢献し、交流できる



メリット②：被災地を肌で感じることができる



メリット③：専門能力が活かされる



チームふくいの活動

２０１１年 陸前高田市

２０１６年 益城町



災害ボランティアチームをつくるメリット

☆ 災害ボラに参加しやすいプラットフォームの構築

だれでもボランティアに参加できる仕組みへ

官庁や大企業にも参加できる仕組みへ

☆ 災害現場を体験することで、減災や予防ができる

☆ 将来、地元で災害が起きた際にも対応ができる

☆ 災害発生時に、敏速に起動できる



被災地復興の行程

被災

避難所の開設

生活物資の不足

ボランティアセンター開設

ボランティア（災害）

ボランティア
（個人・心理）

仮設住宅への移転

復興期へ

１
～
６
日

７
日
～
60
日

61
日
～
１
年

１
年
～

被災者の救出時期
被災状況の把握

避難所開設ボランティア
の派遣（災害NPO等）

募金・生活必需品の送付

ボランティアセンター経
験者の派遣

市民ボランティアの募集

公的機関 NPO/市民

医療従事者の派遣
（災害NPO)

社会福祉協議会の激務
（ｽﾀｯﾌ不足）

支援物資の輸送

公的施設の避難所設置

企業

自社被災状況の把握
生産の普及計画（BCP)

余剰施設の提供
（アパマン無償提供）

募金・支援物資の提供

仮設住宅の建設
廃校の活用

仮設移転のボランティア

企業ボランティアの派遣心理カウンセラーの派遣 市民ボランティア

継続的なボランティアの
必要性

復興製品の販売協力継続的な支援

農業復興ボランティア
の開始

被災地の情報収集



チーム北九州の立ち上げまで活動
西原村（5/1）

熊本市

益城町(4/24) 阿蘇市(5/29)

阿蘇市（農業ボラ6/11）



「チーム北九州」立ち上げにあたって①

熊本・東北・神戸・・予測できなかった。
しかしながら、災害は日本のどこでも起こりうる

甚大な災害が発生した際に、地域の防災対策
により、２次被害が低減されます。

復興支援ばかりでなく、実際に災害現場をみて、
体験することで、地元でも万が一に備えることがで
きるのです。



「チーム北九州」立ち上げにあたって②

①災害発生時に、被災対策基盤は市町村などの
行政機関です。その中でコミュニティやNPO
によって、現場が支えられています。

②復興支援はとても大切です。被災地にうかがう
ことで、現場の思いを少しでも共有することが
できます。これにより、地元の防災対策につな
がります。

③官庁だけではなく、地元の防災対策や近隣の
防災支援を行うために基盤をつくることが必要です。



「チーム北九州」立ち上げにあたって③

①災害発生時の復興対策は時間を追って変化して
いきます。その中で、がれき撤去や農業復興、
心理ケア等様々な人材が活かされます。

②災害復興にあたっては、観光や被災地経済の
復興策等が求められます。
北九州のNPOも復興策に、協力していく等
の基盤づくりをすすめます。



チーム北九州の構成団体（予定）
役職 構成団体名

主催団体 ソーシャルビジネスネットワーク北九州
賛同団体 NPO法人 ANGEL WINGS

NPO法人 北九州国際自然大学校
社会起業家支援ネットワーク九州
北九州市立大学大学院マネジメント研究科 松永研究室
社会起業大学 九州校
㈱タグボート
㈱ユナイトヴィジョンズ
NPO法人 HAPPOS PROJECT

共 催 社会福祉法人 北九州市社会福祉協議会
後 援 北九州市（保健福祉局地域福祉推進課）
事務局 一般社団法人 コミュニティシンクタンク北九州



チーム北九州の活動内容

ⅰ．北九州市周辺から熊本地震に伴う災害ボランティアバスの派遣

事前研修の実施

ⅱ．災害復興事業（災害・農業復旧、現地の被災者との交流、復興

支援プログラムなど）の実施

ⅲ．会員登録制で、熊本以降もボランティア参加できるプラット

フォームとして活用

ⅳ．現地ボラセンとの協議をおこなうため先発隊の派遣



「チーム北九州」の活動内容

５．ボランティア実施時期

８月上旬から１０月末まで月１～２回程度（参加者保険加入）

プログラム実施期間は１２月までを想定。

６．参加者の募集

賛同団体や企業などへの積極的な声かけ、ＳＮＳ、メールマガジ
ン、チラシなどにより幅広く参加者を募集する予定。

７．熊本地震ボランティアプログラムの今後の展開

北九州市や近隣地域での災害時のボランティア対策やソーシャル
ビジネスを活かした「ボランティア・ツーリズム」プログラムの
開発。



ボランティアバスの日程

６時３０分 小倉駅発

９時００分 熊本（被災地）着 ※西原村や阿蘇市など

１０時～ マッチングおよび作業場所への移動

10時～16時 ボランティア活動

16時30分 ボラセン発

２０時30分 小倉駅着

※ ボランティア保険は、チーム北九州で加入。



トリプルボランティア

• 瓦礫撤去・物資搬送等
• 農業復興
• 心理ケア
• 雇用や事業創出

• 観光消費（旅行・宿泊）
• 特産品の購入

• ネットによる情報提供
（情報の精査・噂の排除）

• 支援物資の仲介



ボランティアには、いくつかの種類があります。
現地で活躍するボランティア

〇災害復興ボランティア
①瓦礫運搬 ②避難所支援 ③心理ケア

〇農業復興ボランティア
①農地回復 ②農業生産施設復旧 ③収穫・種まき等

〇観光ボランティア
①被災地観光 ②被災地における消費活動

地元で活躍するボランティア
〇支援物資提供・整理
〇伝達ボランティア

（被災地情報・ボランティア情報・支援物資仲介等）
〇募金活動
〇被災地商品購入



土砂災害復旧工事 公費解体対象外



熊本地震農業ボランティア



ボランティアツーリズムの開発

•ボランティア体験と被災地の視察、消費を期待

•現地NPOとプログラムの共同開発



企業

NPO・市民活動

行政

エリアを支えるコミュニティへ

エンジン

エリア
コミュニティ



九州地震災害サポート 古賀敦之 連絡先：danji7@yahoo.co.jp
090-3730-7637

チーム北九州参加団体（予定）
NPO法人angel wings
NPO法人北九州国際自然大学校
（一社）コムタンク北九州
ソーシャルビジネスネットワーク
北九州
九州地震災害サポート
※ 参加団体募集中

mailto:danji7@yahoo.co.jp

